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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

見
か
け
と
違
い
レ
ト
ロ
な
音
で
な
い

隠
れ
銘
機
の
ニ
オ
イ
が
存
分
に
漂
う
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Retro-Future
古くて新しい　もうひとつのヴィンテージオーディオ
ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられ
る機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブラ
ンドがあったことを知る人は少ないだろう。ビンテージ・ショップ「アトリエ
Je-tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのヴ
ィンテージ」を数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。今回は英国
Leak社のコンパクトなプリアンプとパワーアンプを紹介しよう。

Leak／LEAK Point One Stereo

LEAK Point One Stereo 
1960年代後期に生産された管球式ステレオ
パワーアンプの最終型。1950年代に入って
生産され始めた頃のアンプパネルはプラスチィッ
ク製だったが、かなり後期になってから金属製
のパネルになる。回路設計はほとんど変わらな
いが、ボリュームやスイッチなどが少し変更され、
ノブの作りも重工感がある。デザインも当時ア
メリカで主流となっていたミッドセンチュリー的な
洗練された美しいデザインとなっている。

「Leak Point One Stereo」の正面パネル。
左から大きなツマミが入力セレクター、Bass、
Treble、Balance、Volumeの順。下の小さ
なツマミに関しては、左側が Mood (mono ／
Stereo)セレクター、右側は Rumble filter

「Leak Point One Stereo」の 内部。
真空管は EF-86 が４本使われている

コンパクトなモノラルパワーアンプ「TL-25 Plus」。1951年に開発されたプロ用パワーアンプ TL-25-Aの改良型で、コンシューマー用途をメインとして開発されたと思われる。
トランスは英国で有名な Partridge 製。出力管は KT-66が２本で、整流管は GZ-34が１本。増幅段にはEF-86が１本と、ECC-81が１本搭載されている

電源トランスの対応電圧切り替えプラグ アウトプットトランスのインピーダンス切り替えプラグ

対応真空管の表示。このアンプはシャーシの真空管の表示の部分
に KT-66、5881、EL-34 とあり、同じ真空管がペアチューブならそ
のまま入れ替えることが可能で、それぞれ違った音色が楽しめる

Leak／LEAK Point One Stereo第 39回

Leak　Leak 社は英国で1934年にハロルド・リーク によって設立された会社。設立
当時は業務用のアンプをメインに作っており、戦後すぐにタイプ15という歪率が0.1％
という当時としては画期的な高性能のアンプを開発している。1948年にはタイプ15
を改良したTL-12を開発。このアンプの性能もすばらしく歪み率は10W出力で0.03％
と驚異的だった。1950年頃から英国BBCのスタジオ用モニターアンプとしてBBC 
製 LS/1スピーカーに搭載されている。コストパフォーマンスも高かったためこの後に
世界的なベストセラーアンプとなり、ヨーロッパやアメリカでも数百台がプロの現場で
使われていた。

本文／林 正儀
製品解説／岡田圭司（アトリエJe-tee代表）　
撮影／小林幹彦（彩虹舎）

　

リ
ー
ク
の
名
前
は
ち
ら
ほ
ら
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
け
ど
、
実
際
に
ち
ゃ
ん
と
聴
い
た
の

は
つ
い
最
近
の
こ
と
だ
。

　

あ
る
マ
ニ
ア
の
家
へ
行
っ
た
と
き
、
ウ
ェ
ス

タ
ン
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
13
Ａ
ホ
ー
ン
・
シ
ス

テ
ム
に
繋
げ
て
い
た
。
人
が
入
れ
る
よ
う
な
巨

大
ホ
ー
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
艶
や
か
な
ヴ
ォ

ー
カ
ル
の
像
は
キ
ュ
ッ
と
締
ま
っ
て
い
て
、
こ

れ
が
か
な
り
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ア
ン
プ
が
そ
の
音
に
ど
こ
ま
で
貢
献
し
て
い

る
か
定
か
で
な
い
。
だ
が
話
題
に
な
る
こ
と
が

少
な
い
メ
ー
カ
ー
だ
け
に
、
隠
れ
銘
機
の
ニ
オ

イ
は
存
分
に
漂
っ
て
き
た
。

　

今
回
は
そ
の
リ
ー
ク
が
テ
ー
マ
に
な
る
。
い

つ
も
の
に
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
︱
ｔ
ｅ
ｅ
に

行
く
と
岡
田
さ
ん
は
「
２
回
に
分
け
て
じ
っ
く

り
聴
き
ま
せ
ん
か
」
と
提
案
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
プ
リ
ア
ン
プ
の
ポ
イ
ン
ト
・
ワ
ン
・

ス
テ
レ
オ
と
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク
の
パ
ワ
ー
ア
ン
プ

Ｔ
Ｌ
︱
２
５
を
組
み
合
わ
せ
る
。
次
号
で
は
、

モ
ノ
の
プ
リ
ア
ン
プ
２
台
を
使
っ
て
ス
テ
レ
オ

に
し
て
聴
い
て
み
る
寸
法
だ
。

　

タ
ン
ノ
イ
10
イ
ン
チ
同
軸
モ
ニ
タ
ー
レ
ッ
ド

を
国
産
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
入
れ
た
ス
ピ
ー

カ
ー
を
岡
田
さ
ん
は
選
ん
だ
。

　

こ
こ
で
敢
え
て
15
イ
ン
チ
に
し
な
か
っ
た
の

は
ナ
イ
ス
・
セ
ン
ス
だ
ろ
う
。
小
振
り
の
ア
ン

プ
と
10
イ
ン
チ
の
コ
ン
ビ
で
聴
く
の
が
正
し
い

世
界
だ
と
思
う
。
15
イ
ン
チ
で
は
背
伸
び
し
て

い
る
よ
う
で
、ス
タ
イ
ル
と
し
て
野
暮
っ
た
い
。

　

小
手
調
べ
に
定
番
中
の
定
番
オ
ス
カ
ー
・
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
『
プ
リ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
』
が

か
か
っ
た
。
ビ
ー
ト
の
バ
ウ
ン
ド
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
ト
リ
オ
が
生
き
生
き
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
製
独
特
の
ウ
ェ
ッ
ト
感
が
あ
り
つ
つ

も
、
ど
こ
と
な
く
パ
リ
ッ
と
し
て
い
る
。

「
タ
ン
ノ
イ
で
も
こ
れ
だ
け
ジ
ャ
ズ
が
鳴
っ
ち

ゃ
う
ん
だ
よ
ね
」

　

岡
田
さ
ん
は
そ
ん
な
言
葉
を
漏
ら
し
つ
つ
、

ナ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
・
コ
ー
ル
の
「
ス
タ
ー
ダ
ス

ト
」
を
続
け
る
。
高
級
羽
布
団
に
く
る
ま
れ
た

よ
う
な
気
持
ち
よ
さ
。
歌
の
バ
ッ
ク
の
ス
ト
リ

ン
グ
ス
が
特
に
ふ
ん
わ
り
と
拡
が
る
。

　

ウ
ィ
リ
ー
・
ボ
ス
コ
フ
ス
キ
ー
指
揮
ウ
ィ
ー

ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
セ
レ

ナ
ー
ド 

第
13
番
」。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭

を
見
回
す
よ
う
な
音
景
が
拡
が
る
。
そ
れ
は
決

し
て
大
庭
園
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ち
ょ
っ
と
こ

こ
が
と
気
に
な
る
よ
う
な
難
点
が
な
い
。
い
い

と
こ
ろ
で
け
じ
め
が
つ
い
て
い
る
。

　

最
後
に
新
し
め
の
録
音
で
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル

ズ
＆
ナ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ル
の
「
フ
ィ
ー
ヴ
ァ

ー
」。
ミ
ッ
ド
レ
ン
ジ
の
密
度
が
高
く
メ
リ
ハ

リ
が
あ
る
。
見
か
け
と
違
い
レ
ト
ロ
な
サ
ウ
ン

ド
で
は
な
い
。

「
リ
ー
ク
の
ラ
イ
バ
ル
と
い
え
ば
、
同
じ
イ
ギ

リ
ス
の
ク
オ
ー
ド
な
ん
で
す
け
ど
、
日
本
と
違

っ
て
ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ー
ク
フ
ァ
ン
の
ほ
う
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
」

　

な
る
ほ
ど
先
の
マ
ニ
ア
宅
で
リ
ー
ク
と
ウ
ェ

ス
タ
ン
の
相
性
が
よ
か
っ
た
の
も
わ
か
る
気
が

し
た
。
快
活
な
日
差
し
を
感
じ
る
微
妙
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
な
の
だ
。
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ

プ
リ
も
モ
ノ
化
す
る
と
こ
こ
ま
で
違
う

洗
練
さ
れ
た
箱
庭
サ
ウ
ン
ド
が
お
洒
落
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Retro-Future
古くて新しい　もうひとつのヴィンテージオーディオ
ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げ
られる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多
くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。ビンテージ・ショッ
プ「アトリエJe-tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった
「もうひとつのヴィンテージ」を数多く紹介している。本企画では、
同店で販売されている製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを
取り上げている。今回は前回に引き続き英国Leak社の製品が登
場。コンパクトな初期と後期のモノラルプリアンプを紹介する。

Leak／LEAK Point one Pre-amp

LEAK Point One 
初期モノラルモデル
1940年代後期に生産された初期型モノラルプリアンプ。正面パネルは最小限の操作に必
要なメインボリューム／電源スイッチを兼ねた入力セレクター、高域トーンコントロール、低域トー
ンコントロールノブの４個が付いているシンプルな設計。後ろのパネルはフォノとライン入力の
みサブボリュームが付いている

Point One mono 初期モノラ
ルモデルの正面。パネルの材
質は金属製で正面ツマミの左か
ら入力セレクターの（Phono は4
種類のイコライザーが設定され
ている）、Treble、Bass、メイン
ボリューム、その他にTAPE専
用の入力、出力専用ピンジャッ
クが設置されている

本機の内部。真空管はEF-86
が２本搭載されている

Point one Plus 後期モノラル
モデルの正面。パネルの材質
はプラスチック製で正面ツマミの
左から（Phono は4種類のイコ
ライザーが設定されている）、Ba 
ss、Treble、Filter（高域ノイズカッ
トフィルター）メインボリューム、そ
の他にTAPE専用の入、出力ピ
ンジャックが設置されている

本機の内部。真空管は EF-86
が２本使われている

LEAK Point one Pre-amp第 40 回

Leak 社で1950年頃に開発されたモノラル仕様アンプの
TL-12は、英国BBCのスタジオモニタースピーカー専用アンプと
しても使用されることとなる有名なアンプ。そしてこの頃には、パ
ワーアンプから電源供給される設計の小型プリアンプがセットで
開発されている。モノラル、ステレオそれぞれの時代にスタンダー
ドな Poin-one タイプ、イコライザー回 路が 強 化された 
Varislope タイプの２機種が発売された。それぞれ初期型、後期
型モデルが存在しており、とてもシンプルな操作性と洒落たデザ
インが目を引くアンプだった。

本文／田中伊佐資
製品解説／岡田圭司（アトリエJe-tee代表）　
撮影／小林幹彦（彩虹舎）

　

リ
ー
ク
の
ア
ン
プ
を
聴
く
後
編
は
、
モ
ノ
ラ

ル
時
代
の
プ
リ
ア
ン
プ
を
左
右
モ
ノ
ブ
ロ
ッ
ク

に
配
し
て
ス
テ
レ
オ
音
源
を
聴
い
て
み
る
。
パ

ワ
ー
ア
ン
プ
も
同
じ
く
モ
ノ
の
Ｔ
Ｌ
︱

２
５
だ
。

　

前
編
で
聴
い
た
プ
リ
ア
ン
プ
、
ポ
イ
ン
ト
・

ワ
ン
・
ス
テ
レ
オ
の
音
も
十
分
よ
か
っ
た
。
ス

ピ
ー
カ
ー
は
国
産
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
タ
ン

ノ
イ
10
イ
ン
チ
同
軸
モ
ニ
タ
ー
レ
ッ
ド
を
入
れ

た
も
の
だ
が
、
程
が
い
い
粋
な
音
だ
っ
た
。
さ

て
今
回
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
50
年
代
製
造
と
思
わ
れ
る
モ
ノ
プ
リ

で
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
＆
ナ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ル

の
「
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
」
を
聴
く
。

　

プ
リ
ア
ン
プ
に
限
ら
ず
モ
ノ
時
代
の
機
器
を

ペ
ア
に
し
て
ス
テ
レ
オ
音
源
を
聴
く
場
合
、
左

右
の
個
体
差
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
聴
感
上

は
ま
っ
た
く
違
和
感
が
な
く
揃
っ
て
い
た
。
そ

し
て
前
編
で
聴
い
た
ス
テ
レ
オ
版
よ
り
も
や
は

り
左
右
の
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
良
好
。
音
場
が

一
回
り
広
い
。

　

押
し
出
し
の
力
強
さ
も
確
実
に
増
し
た
。
パ

ワ
ー
ア
ン
プ
な
ら
わ
か
る
が
、
プ
リ
で
も
モ
ノ

化
す
る
と
こ
う
も
違
う
も
の
か
と
舌
を
巻
く
。

リ
ー
ク
の
洗
練
さ
れ
た
箱
庭
的
サ
ウ
ン
ド
が
お

洒
落
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
僕
は
、
こ
こ
に
オ

ー
デ
ィ
オ
的
な
面
白
さ
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
た
。

　

続
け
て
ウ
ィ
リ
ー
・
ボ
ス
コ
フ
ス
キ
ー
指
揮

ウ
ィ
ー
ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
セ
レ
ナ
ー
ド 
第
13
番
」
の
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

感
を
味
わ
う
。
プ
リ
ア
ン
プ
の
ス
マ
ー
ト
な
見

た
目
と
出
音
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
不
思
議
な

感
じ
す
ら
し
て
き
た
。

　

次
は
さ
ら
に
も
っ
と
古
い
40
年
代
に
製
造
さ

れ
た
モ
ノ
プ
リ
を
試
す
。

　

同
じ
く
「
フ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
」
を
聴
く
と
、
も

う
一
段
濃
厚
に
な
っ
た
。
ワ
イ
ル
ド
で
ス
モ
ー

キ
ー
、
野
太
い
と
い
っ
た
印
象
。
ハ
イ
フ
ィ
デ

リ
テ
ィ
で
は
な
く
ち
ょ
っ
と
し
た
演
出
を
そ
こ

に
感
じ
る
。

　

レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

ナ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ル
の
声
は
も
っ
と
ピ
チ
ピ
チ

し
て
い
る
は
ず
と
い
う
突
っ
込
み
は
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
僕
と
し
て
は
透
明
感
よ
り
も
ソ
ウ
ル

を
歌
声
に
求
め
る
口
な
の
で
、
感
覚
的
に
は
こ

ち
ら
の
ほ
う
が
気
持
ち
い
い
。

　

往
年
の
ジ
ャ
ズ
、
た
と
え
ば
オ
ス
カ
ー
・
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
の
音
質
チ
ェ
ッ
ク
定
番
曲
「
ユ

ー
・
ル
ッ
ク
・
グ
ッ
ド
・
ト
ゥ
・
ミ
ー 

」
は

ベ
ー
ス
が
ブ
リ
ブ
リ
と
走
っ
て
い
た
が
、
ウ
ェ

ス
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
Ｃ
Ｔ
Ｉ
録
音
は
ギ
タ
ー

が
モ
ッ
コ
リ
し
て
精
彩
に
欠
け
た
。
こ
の
プ
リ

は
微
妙
に
ソ
ー
ス
と
の
相
性
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ニ
ク
リ
フ
の
「
バ
ッ
ハ
無

伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
」
は
新
し
い
録
音
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
波
長
が
ば
っ
ち
り
う
ま
く
合
っ
た
。

陰
影
感
を
秘
め
な
が
ら
朗
々
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を

歌
わ
せ
る
。
10
イ
ン
チ
タ
ン
ノ
イ
の
力
を
出
し

切
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
っ
た
。

　

新
旧
プ
リ
は
ど
ち
ら
が
好
み
か
と
問
わ
れ
れ

ば
、
僕
は
迷
わ
ず
古
い
方
を
選
ぶ
。
万
能
で
は

な
い
が
、
ジ
ャ
ン
ル
や
録
音
に
よ
っ
て
こ
ち
ら

か
ら
ツ
ボ
に
ハ
メ
て
い
く
聴
き
方
を
し
た
い
。

そ
れ
と
童
顔
の
風
貌
が
妙
に
可
愛
ら
し
い
。


